
A t o m - S L I M  V e r . 3
（組立）

A t o m - S L I M / 2 0 0 = D A S H / 2 5 0 T - 1 0 + A t o m - S L I M ﾛｼﾞｯｸ

A t o m - S L I M / 4 0 0 = D A S H / 2 5 0 T - 1 5 + A t o m - S L I M ﾛｼﾞｯｸ      六角ネジ（BSB-310）で２カ

所とめる

A t o m - S L I M / 7 5 0 = D A S H / 2 5 0 T - 3 0 + A t o m - S L I M ﾛｼﾞｯｸ

1 ． 一番大きな石に AG シールを貼る

 シールは　例. 　　 Atom001

                　　980710

2 ． SLIMのカバーをして P=4 M3×6 でとめる

3 ． 底の DASH/250T-◯が隠れるように AG シールを貼る

 シールは　例.  　　SLIM/V3

               　　 /２００

4 ． カバーにシリアルナンバーシールを貼る

 例.  上

              ○          ○    下

（ローディングとモーター検査）

用意する物

○ 1600W の主電源

○ 拡張スロット（Fics-Atoms Ver.2）

○ パソコン

○ Atom-SLIM V2のケーブル（通信ケーブルを Fics-Atoms Ver.2 の４８５とつなぐ）

○ SLIM用モーターケーブル（ＭＳＭ021A1A モーターへ）

○ SLIM用エンコーダーケーブル（ＭＳＭ021A1A モーターへ）

○ RT1（Fics-Atoms Ver.2 に接続）

○ RT2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①RT2

　　　　　　　　①　　　②　　　③　　　②SLIM用エンコーダーケーブル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③Atom-SLIM V2ケーブル

④  ⑤　　　　　　　　　　④1600W の主電源

⑤ SLIM用モーターケーブル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①～⑤までをそれぞれ接続する



 ○パソコン画面 C : ¥ A T O M S - A T . V 2 > A S V 3   V    ファイル名を入力し ENTER で

 　自動ローディングが始まる

 ○RT2 の①②を同時に押しながら電源 ON

① △△③

② ▽▽④
R T 2

 ○G08を②で RG4にする

 ○③で RGH にする

 ○②で 013にする

 ○④で 004にする

 ○一度電源を切り再度 ON

 ○RT1 の X→←でモーターをジョグ動作させる

    ○F6→F1（TURBO）X=+000100000   W=050

                      V=150.00kpps    0100ms

             ＣＵＲＶＥ＝１（０：Ｌ　１：Ｓ）と入力する

○ START でモーターが動き５往復すれば OK

○ STOP で止めて電源を切る

（パラメーターの初期化）

○ RT2 の③④を同時に押しながら電源 ON

○ ①で 8にし②で G08にして OK


